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第4章 プロジェクトの妥当性の検証 
4-1 プロジェクトの効果 

現地調査結果、社会・経済状況分析結果、ならびに基本設計結果から判断される本プロジェクトの

効果は以下のように取りまとめられる。 

 

 

表 4-1-1 本プロジェクトでの直接効果及び成果指標 

現状と問題点 
協力対象事

業での対策 
直接効果・改善程度 間接効果・改善程度 

①現在、「ア」街道がサン

タフェにおいてサンファ

ン川と交差する地点には

橋梁がなく車両はサンフ

ァン川を渡ることができ

ない。 

②車（乗り合いタクシー）

で川岸まで来た通行人は

川を横断するために小型

のボートに乗り換え、対

岸にて別の車（乗り合い

タクシー）を利用してい

る状況であるため、大

型・多量の荷物の運搬が

困難であり、また乗り換

えに時間を要している。 

③ポンツーンやボートによ

る渡河は昼間の時間に限

られているため、夜間の

渡河は不可能である。 

①新橋の建設

②取付道路

（高架橋）

の新設 

 

①現在は、特別にポンツー

ンを手配する以外に車両

の渡河は不可能である

が、サンタフェ橋の建設

により、40.8 トンまでの

大型車の渡河が日常的に

可能となる。 

②現在は、乗り合いタクシ

ーなどからボートに乗り

換え渡河し、また車両に

乗り換えているため、渡

河に少なくとも 15 分程度

の時間を要するが、サン

タフェ橋の建設により乗

換えが不要となり、渡河

時間が 15 秒程度に短縮さ

れる。 

③現在は夜間の渡河は不可

能であるが、サンタフェ

橋の建設により、24 時間

通行が可能となる。 

① 本件の整備とあわせて「ア」

街道が開通し、通年の安定

した旅客、貨物の輸送路が

確保されることにより、街

道沿道地域の産業ポテンシ

ャルが発揮され、当該地域

の貧困削減、「ニ」国の社

会・経済活動の活性化が期

待される。 

②これまで太平洋岸を中心に

整備されてきた「太平洋回

廊」を補完・代替する機能

を有する「大西洋回廊」が

整備されることにより、北

は隣国のホンジュラス国首

都テグシガルパから南は同

じ隣国であるコスタリカの

首都サンホセまで通ずるこ

とになり、三国間を結ぶ国

際輸送回廊上の物流車両な

らびに貨物輸送量が増大

し、三国間のみならず、中

米諸国間の流通及び経済関

係の維持・発展に資する。 
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4-2 課題・提言 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題・提言 

プロジェクトの効果を十分に発現・持続させるために「ニ」国が取り組むべき課題は次のとおりで

ある。 

 

① 橋梁本体はコンクリート橋であるためメンテナンスフリーであるが、排水施設、沓、伸縮継ぎ

手は維持管理を定期的に実施しないと劣化が早まる。従って、コンクリート橋としての耐用年

数（50～100 年）を保持するためには、橋梁本体以外の維持管理が重要であり、確実に実施す

ること。 

② サンファン川を航行する船舶がサンタフェ橋の橋脚及び桁に衝突しないように、通過位置を確

実に遵守するように指導すること。 

③ 本プロジェクトの対象橋梁のみならず、対象橋梁が位置するアコヤパ～サンカルロス～コスタ

リカ国境街道全体を適切に維持管理することにより、本プロジェクトの機能・役割が十分に果

たせるようにすることが望まれる。 

 

4-2-2 技術協力・他ドナーとの連携 

本プロジェクトの対象橋梁は、アコヤパ～サンカルロス～コスタリカ国境街道に位置するが、当該

街道は IDB の融資により整備されることになっている。特に、本プロジェクト対象橋梁の両橋台位

置は、IDB プロジェクトの取付道路と接続されるため、平面・縦断位置、構造及び施工仕様を完全に

一致させる必要がある。また、これらの接続部では橋梁工事と道路工事が錯綜するため、十分な連携

及び協力が必要である。 

なお、本プロジェクトに関し、技術協力は計画されていない。 

 

4-3 プロジェクトの妥当性 

以下の点から、我が国の無償資金協力により協力事業を実施することは妥当であると判断される。 

 

① プロジェクトの裨益対象が、貧困層を含む一般国民であり、その数が多数である。 

（直接的には沿線住民約 85,000 人、間接的にはニカラグア国民約 574 万人） 

② プロジェクトの効果として、安定交通の確保、交通の円滑化、社会経済の活性化、沿道住民の

貧困削減等があり、住民の生活改善に寄与する。 

③ 「ニ」国側が独自の資金と人材・技術で完成後の運営・維持管理が行うことが出来、過度に高

度な技術を必要としない。 

④ 本プロジェクトは、「ニ」国の国家運輸計画における具体的な戦略の一つとして位置付けられ

ており、「ニ」国の国際幹線道路となる「大西洋輸送回廊」に位置する 重要施設である。 

⑤ 本プロジェクトにおいては、環境面の負の影響が殆ど無い。 

⑥ 我が国の無償資金協力の制度により、特段の困難なくプロジェクトが実施可能であること。 
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4-4 結論 

本プロジェクトは、前述のように多大な効果が期待されると同時に、広く住民の生活改善、貧困削

減に寄与するものであるため、協力対象事業に対して、我が国の無償資金協力を実施することの妥当

性が確認される。また、本プロジェクトの運営・維持管理についても、「ニ」国の体制は、人員・資

金共に十分であり、問題ないと考えられる。さらに、対象橋梁の架かるアコヤパ～サンカルロス～コ

スタリカ国境街道の維持管理が確実に実施されれば、本プロジェクトの効果は一層大きくなるものと

考えられる。また、本プロジェクトの実現は、日本と「ニ」国両国との友好関係の発展に大きく寄与

するものと考えられる。 
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資料―１ 調査団員氏名・所属 

 

（1） 現地調査団団員リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 概略設計概要説明調査団団員リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 担当 所属先・職位 

中内清文 総括 JICA ニカラグア駐在員事務所長 

中川淳史 計画管理 
JICA 経済基盤開発部 

運輸交通・情報通信グループ 調査役 

嶋津晃臣 
業務主任／橋梁計画・ 

環境社会配慮 

セントラルコンサルタント（株） 

常任顧問 

中川輝雄 
副業務主任／橋梁設計・ 

道路設計 

セントラルコンサルタント（株） 

海外部 技師長 

西村 光 交通計画 
セントラルコンサルタント（株） 

海外部 道路グループ長 

藤村 淳 
自然条件調査 

（地形／地質） 

セントラルコンサルタント（株） 

海外部 橋梁グループ 技術主任 

増子 学 
自然条件調査 

（水理／水文） 

セントラルコンサルタント（株） 

環境水工部 主任技師 

高山博文 施工計画・積算 
セントラルコンサルタント（株） 

海外部 橋梁グループ 主任技師 

梶間幹雄 環境調査 セントラルコンサルタント（株） 

広橋美保 通 訳 セントラルコンサルタント（株） 

氏 名 担当 所属先・職位 

中内清文 総括 JICA ニカラグア駐在員事務所長 

中川淳史 計画管理 
JICA 経済基盤開発部 

運輸交通・情報通信グループ 調査役 

嶋津晃臣 
業務主任／橋梁計画・ 

環境社会配慮 

セントラルコンサルタント（株） 

常任顧問 

中川輝雄 
副業務主任／橋梁設計・ 

道路設計 

セントラルコンサルタント（株） 

海外部 技師長 
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資料―２ 調査工程 

（1） 現地調査工程表 
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（2） 概略設計概要説明調査工程表 
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資料―３ 関係者（面会者）リスト 

(1) 運輸インフラ省 Ministry of Transport and Infrastructure(MTI) 

Mr.Fernando Martinez Espinoza 大臣 

Mr.Jose Ernesto Telles  計画局長 

Ms.Thelma Zambrano  計画部長 

Mr.Roger Ampie Guevara  計画技術者 

＜水運総局 Direccion General de Transporte Acuatico（DGTA）＞ 

Mr.Manuel Salvador Mora Ortiz 水運部長 

Mr.Hugo Lopez Sanchez  水運副部長 

Mr.Humberto Aquila Leiva  水運技術者 

＜環境管理局 Direccion General de Gestion Ambiental（DGGA）＞ 

Ing.Fabio Guerreno  環境専門家 

Ms.Natalia Sanchez  環境アシスタント 

＜BID プロジェクト調整部＞ 

Mr.Carlos Perez Padilla  調整官 

＜調達部＞ 

Mr.Alberto Rejes Castellon  調達部長 
Mr.Oscar Rene Galo Lopez 調達部員 

 

(2) 外務省 Ministerio de Relaciones Exteriores(MINREX) 

Lic. Alvaro Arroyo Pineda  日本・台湾・韓国担当部長 

Lic. María Auxiliadora Vindel 二国間援助調整官 

Lic. Alejandro Maltez Montiel 日本の無償資金協力アドバイザー 
 

(3) 港湾公社 Empresa Portuaria Nacional(EPN) 

Mr.Virgilio Silava M  総裁 

Mr.Jose S Genet   部長 
Mr.Denys Hurtado  課長 

 

(4) 環境資源省 Ministry of Environmental and Natural Resources(MARENA) 

Ing. Milton M. Calero  環境管理専門家 

Ing. Elsa M. Viyas  環境技術者 

 

(5) 在ニカラグア国日本大使館 

斉藤 伸一   特命全権大使 

淵上 隆   参事官 

小林 正護   二等書記官 

佐藤 香里   三等書記官 

小西 洋一   現地職員 

 

(6) JICA ニカラグア駐在員事務所 

中内 清文   所長 

門屋 篤典   企画調査員 
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資料―４ 討議議事録（M／D） 

（1） 現地調査時 

１）西文版オリジナル 
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２）和文版 

 

ニカラグア共和国サンタフェ橋建設計画 

準備調査 

協議議事録 

 

 

日本国政府はニカラグア共和国政府の要請に基づき「サンタフェ橋建設計画」（以下「計画」と

いう）に関する準備調査の実施を決定し、その実施を国際協力機構（以下「JICA」という）に委

託した。 

JICA は、JICA ニカラグア駐在員事務所所長中内清文を団長とする準備調査団（以下「調査団」

という）を 2009 年 1 月 11 日から 2 月 7 日までニカラグア共和国（以下「ニカラグア」という）

に派遣し、同国政府関係者と協議するとともに現地調査を実施している。 

協議および現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。 

調査団は調査を継続し、準備調査報告書を作成する。 

 

2009 年 1 月 23 日 マナグア 

 

 

 

 

 

                 

 日本国                    ニカラグア共和国 

 国際協力機構                  運輸インフラ省 

 準備調査団団長     大臣 

 中内清文      Ing. Fernando Martinez Espinoza 

 

 

              

       ニカラグア共和国 

       外務省 

       副大臣、対外協力次官 

        Lic. Valdrack Jaenstchke 
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付 属 書 

 
１．計画の目的 

本計画は、サンフアン川に架かるサンタフェ橋を建設することによって、アコヤパ～サン

カルロス～コスタリカ国境間道路の安全・確実・円滑な交通を確保し、人・物・サービスの流

れを促進し、同国の発展に寄与することを目的とする。 

 
２．調査対象地域 

 本計画の調査対象地域は、別添１に示す通りである。 
 
３．主管官庁および実施機関 

 本計画の主管官庁及び実施機関は運輸インフラ省である。運輸インフラ省の組織図は別添 2
に示す通りである。 

 
４．ニカラグア政府からの要請内容 

（1）サンフアン川に架かるサンタフェ橋の建設 

  －橋長：約 260ｍ 

  －幅員：車道（3.6ｍ×2 車線）＋路肩＋歩道 

  －クリアランス： 大 12.0ｍ 

（2）取付道路の建設 

  －約 170ｍ（アコヤパ側）+約 60ｍ（コスタリカ側） 

 

JICA は要請の妥当性を検証し、日本国政府に報告する。 

 
５．無償資金協力スキーム 

 調査団は、別添 3 に示した日本の無償資金協力スキームおよび別添 4 に示した日本および

ニカラグア国政府による主な負担事項の内容を説明し、ニカラグア側はこれを理解した。 
 
６．調査予定 
（１）調査団のコンサルタント団員は引き続き 2009 年 2 月 7 日までニカラグア国における現地調

査を継続する。 
（２）JICA は基本設計概要書を西語で作成し、その説明調査団を 2009 年 7 月中旬にニカラグア

国に派遣する。 
（３）基本設計概要書の内容がニカラグア政府により概ね了承されれば、JICA は 終報告書を作

成し、2009 年 9 月までにニカラグア側に送付する。 
 
７．その他協議事項 

（１）両者は、IDB プロジェクト（アコヤパ～サンカルロス～コスタリカ国境間道路プロジェク

ト）の進捗、今後のスケジュールについて以下の通り確認した。 

   (i) セクション１（Lóvago junction ～ Pájaro Negro：61.5km） 

    -入札時期：2007 年第 2 四半期（落札、契約、落札業者の補償金支払い不履行により工

事着工前に契約破棄） 

・セクション１－１（Lóvago junction ～ Puente Nescala：30.56km） 

    - 再入札時期：2009 年 3 月下旬予定 

    - 工事期間：2009 年 5 月～2010 年 10 月 

・セクション１－２（Puente Nescala ～ Pájaro Negro：30.94km） 

    - 再入札時期：2009 年 3 月下旬予定 
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    -工事期間：2009 年 5 月～2010 年 10 月 

   (ii) セクション２（Pájaro Negro ～ San Carlos：63.4km） 

    - 入札時期：2007 年第 2 四半期（落札後、契約、落札業者の補償金支払い不履行によ

り工事着工前に契約破棄） 

・セクション２－１（Pájaro Negro ～ El Tule：33.5km） 

    - 再入札時期：2009 年 3 月下旬予定 

    - 工事期間：2009 年 5 月～2010 年 12 月 

・セクション２－２（El Tule ～ San Carlos：29.9km） 

    - 再入札時期：2009 年 3 月下旬予定 

    - 工事期間：2009 年 5 月～2010 年 12 月 

   (iii) セクション３（La Argentina sector ～ Las Tablillas：21.0km） 

融資元未定、入札時期、工事期間など未定 

調査団は、セクション３に関連し、2009 年 8 月中に道路舗装に対する協調融資全額が決定

しない場合、本プロジェクトの実施が遅れる、もしくは中止される可能性があることをニカ

ラグア側に説明し、ニカラグア側はこれを理解した。 

 

（２）両者は、サンタフェ橋建設にかかる EIA 調査が完了し MARENA より環境認証（07-03-07 

RSA / V.A.）が取得されていることを確認した。同認証は、川の中心から半径 500ｍの範囲

を含んでおり、この範囲で架橋位置が変更されても、認証が有効である。ニカラグア側は、

環境に関する法律に則り必要な手続きを行うことを約束した。 

（３）ニカラグア側は、サンタフェ橋及び取り付け道路の建設に必要な用地の取得に関し、土地

所有者からの合意文書を 2009 年 6 月中に取り付け、JICA ニカラグア事務所を通じて日本側

に報告することを約束した。 

（４）ニカラグア側は、架橋位置の決定後、道路線形の修正設計を行うことを約束した。 

（５）ニカラグア側は、アコヤパ～サンカルロス～コスタリカ国境間道路が整備されるまでに、

Las Tablillas におけるコスタリカとの国境を、ニカラグアおよびコスタリカの関係諸機関と

の調整のうえ開設することを約束した。これに関連し調査団は、本プロジェクト実施のタイ

ミングや可否を判断するために現在及び将来的な国境交通の動向を慎重に検討し、日本政府

に報告することをニカラグア側に説明し、ニカラグア側はこれを理解した。 

（６）ニカラグア側は、調査団の滞在中、カウンターパート 2 名を配置することを了承した。 

（７）ニカラグア側は、プロジェクトによって建設された橋梁の維持管理に必要な予算と人員を

確保することを約束した。 

（８）ニカラグア側は、調査団が手交した質問票の回答を、2009 年 1 月 30 日までに提出するこ

とを約束した。 
（９）両者は、本案件が日本側により実施される場合は、2005 年 8 月に「二」国内で承認され

た「財政管理・予算法（第 550 号）」並びに関連規則に従い、ニカラグア側が必要な手続き

を取ることを確認した。 
 
別添： １．調査対象地域地図 
    ２．運輸インフラ省組織図 
    ３．日本の無償資金協力スキーム 
    ４．日本・被援助国政府による主な負担事項 
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（２）概略設計概要説明時 

１）西文版オリジナル 
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2)和文 

ニカラグア共和国サンタフェ橋建設計画 

準備調査（基本設計概要説明） 

協議議事録 

 

 

2009 年 1 月、国際協力機構（JICA）は、「サンタフェ橋建設計画」（以下「計画」という）に

かかる準備調査団をニカラグア共和国（以下「ニカラグア」という）に派遣し、ニカラグア国政

府との協議、現地視察及び日本国内における技術解析に基づき、基本設計概要書を作成した。 

上記基本設計概要書の内容についてニカラグア政府関係者に説明し協議を行うため、JICA は

JICA ニカラグア支所長 中内清文を団長とする基本設計概要説明調査団（以下「調査団」という）

を 2009 年 8 月 19 日から 8 月 27 日までニカラグアに派遣した。 

協議の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。 

 

 

 

2009 年 8 月 26 日 マナグア 

 

 

 

 

                 

 日本国                    ニカラグア共和国 

 国際協力機構                 運輸インフラ省 

 基本設計概要説明調査団団長    大臣 

 中内清文      Ing. Fernando Martinez Espinoza 

 

 

              

       ニカラグア共和国 

       外務省 

       副大臣、対外協力次官 

        Lic. Valdrack Jaenstchke 
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付 属 書 

 
１．ドラフトレポートの内容 

ニカラグア側は、調査団により説明された概要書の内容について原則同意し、了承した。 

 
２．日本の無償資金協力スキーム 

 ニカラグア側は日本の無償資金協力のスキームと 2009 年 1 月 23 日に両者により署名され

た協議議事録（M/D）の別添 4 に記載されたニカラグア国側が実施すべき必要な措置を了解

している。 
 
３．今後の調査予定 

JICA は、合意された内容を元に 終報告書を西語で作成し、2009 年 11 月までにニカラグア

側に送付する。 
 
４．概算事業費 

 両者は、別添１に示すプロジェクトの概算事業費について、本プロジェクトに係る全て

の契約が締結されるまで、第三者に開示してはならないことを合意した。 
 
５．その他協議事項 

（１）両者は、IDB プロジェクト（アコヤパ～サンカルロス～コスタリカ国境間道路プロジェク

ト）の進捗、今後のスケジュールについて以下の通り確認した。 

   (i) セクション１（Lóvago junction ～ Pájaro Negro：61.5km） 

・セクション１－１（Lóvago junction ～ Puente Niscala：30.56km） 

    - 再入札時期：2009 年 6 月実施済み 

    - 契約：2009 年 6 月 2 日締結済み 

    - 工事期間：2009 年 8 月 20 日～2010 年 12 月 20 日（実施中） 

・セクション１－２（Puente Niscala ～ Pájaro Negro：30.94km） 

    - 再入札時期：2009 年 6 月実施済み 

    - 契約：2009 年 6 月 2 日締結済み 

    - 工事期間：2009 年 8 月 20 日～2010 年 12 月 20 日（実施中） 

   (ii) セクション２（Pájaro Negro ～ San Carlos：63.4km） 

・セクション２－１（Pájaro Negro ～ El Tule：33.5km） 

    - 再入札時期：2009 年 6 月実施済み 

    - 契約：2009 年 6 月 4 日締結済み 

    - 工事期間：2009 年 8 月 20 日～2011 年 4 月 20 日（実施中） 

・セクション２－２（El Tule ～ San Carlos：29.9km） 

    - 再入札時期：2009 年 6 月実施済み 

    - 融資額不足により IDB が調整中（10 月を目処に融資額増額の承認予定） 

    - 契約：2009 年 11 月締結予定 

    - 工事期間：2010 年 1 月～2011 年 8 月を予定 

   (iii) セクション３（La Argentina sector ～ Las Tablillas：21.0km） 

- OPEC 協約：2009 年 3 月締結済み 

- 国会承認：2009 年 4 月承認済み 

- 入札時期：2010 年第１四半期に予定 

- 工事期間：2010 年第３四半期～2012 年第３四半期を予定 
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（２）両者は、環境社会配慮にかかる手続きについて、別添２のとおり確認した。ニカラグア側

は、環境に関する法律に則り必要な手続きを行うことを約束した。 

（３）ニカラグア側は、サンタフェ橋及び取り付け道路の建設に必要な用地の取得に関し、土地

所有者からの合意文書を早急に取り付け、2009 年 9 月 11 日までに JICA ニカラグア支所に

報告することを約束した。 

（４）ニカラグア側は、決定された架橋位置に基づき、道路線形の修正設計を行うことを約束し

た。 

（５）ニカラグア側は、Las Tablillas におけるコスタリカとの国境開設の進捗及び計画を以下の

通り調査団に説明し、早期に開設するようコスタリカ側と調整することを約束した。 

・IDB の「水の回廊プロジェクト」において出入国管理施設の建設が始まっており、2009

年 12 月までに完成する予定である。 

・同施設には、移民局、税関、農牧省、観光局、警察が入る予定であり、施設の完成後すぐ

に業務を開始する準備ができる。 

（６）ニカラグア側は、プロジェクトによって建設された橋梁の維持管理についてドラフトレポ

ートに記載された内容を理解し、必要な予算と人員を確保することを約束した。 

（７）両者は、本案件が日本側により実施される場合は、2005 年 8 月に「二」国内で承認され

た「財政管理・予算法（第 550 号）」並びに関連規則に従い、ニカラグア側が必要な手続き

を取ることを確認した。 

 
 
別添： １．プロジェクト概算事業費 
    ２．環境社会配慮にかかるチェックリスト 
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別添１ 

 

1.プロジェクトコスト 

 

（１）日本の無償資金協力により負担される費用 

項 目   概算事業費（百万円） 

下部工 1,401 

上部工 1,041 

取付道路工／護岸工 175 
施設建設 橋梁建設 

仮設工 2 

2,619 

実施設計・施工監理 231 

合 計 2,850 

 

注 

(1) 上記表に示す概算事業費は暫定的なものであり、無償資金協力事業の承認のため、日

本国政府により今後検討されることになる。 

(2) 為替交換レートは１米ドル＝100.42 円であり、対象協力事業の総事業費である 2,850

百万円は約 28,380,000 米ドルとなる。 

 

（２）「ニ」国によって負担される費用 

① 銀行手数料 28,380 米ドル 

② 用地取得、家屋撤去費 571,200 コルドバ 

③ 工事中の土地借地費用 23,324 コルドバ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CONFIDENTIAL 
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２．環境社会配慮にかかるチェックリスト 

別紙２ 
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資料―5 事業事前計画表（概略設計時) 

1．案件名 

 

ニカラグア共和国 

サンタフェ橋建設計画 

 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

 

アコヤパーサンカルロス街道(以下、「ア」街道)は、同国中央の農業地帯を縦断する唯一の幹線道

路で、ニカラグア湖の東側を通り、南側の隣国コスタリカまで通じ、PPP において「大西洋輸送回廊」

と位置づけられた国際幹線道路である。同回廊は、太平洋岸を中心に整備されてきた「太平洋輸送回

廊」を補完・代替し、北は隣国のホンジュラス国首都テグシガルパから南は同じく隣国のコスタリカ

国首都サンホセまで通ずるものである。アコヤパから北、サンベニートまではデンマーク国際開発援

助庁(DANIDA)、米州開発銀行(IDB)などにより、2005 年までに道路整備が完成しているが、アコヤパ

から南側はほとんどが未舗装で走行性が悪く、開発から取り残され、貧困層の多い沿線地域の社会経

済的発展の支障となっている。このような状態に鑑みて、IDB はフィージビリティ調査を経て、「ア」

街道 146km の舗装化を主な内容とする整備のための資金融資を 2006 年 10 月に決定した。 

「ア」街道はこの IDB プロジェクトは 3 工区に分かれており、第 1 工区及び第 2 工区については、

現在工事中であり、2011 年 3 月までに竣工する予定である。第 3 工区については、現在入札準備中

であるが、2012 年中頃に竣工する予定である。また、「ア」街道と接続するコスタリカ側の道路は、

すでに完成している。 

｢ア｣街道の整備により、コスタリカ国との間の国際交通による経済活性化、周辺住民のマーケット

へのアクセス改善、｢ニ｣国南部地域のエコツーリズム観光開発の促進などが期待されている。 

「ア」街道がサンカルロス市内においてサンファン川と交差する地点には現在橋梁がなく、街道を

通行する車両は、川を横断するためにフェリーを利用している。IDB による道路整備事業には小橋梁

の補修も含まれるが、同地点における橋梁の建設は含まれておらず、街道整備による効果を十分に発

現するために、サンタフェ橋建設が必要である。 

このような背景の下、｢ニ｣国政府はサンタフェ橋の建設について我が国に無償資金協力を要請し

た。 

 

3．プロジェクト全体計画概要 

 

(1) プロジェクト全体計画の目標 

・国道 25 号線沿線の地域において、円滑で安定的な交通が確保される。 

・裨益対象の範囲及び規模：直接的には沿線住民（約 85,000 人）、間接的にはニカラグア国民（約

574 万人）。 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 
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新橋及びその取付道路（高架橋）が建設される。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動    

ア 新橋及びその取付道路（高架橋）を整備する。 

イ A1 橋台周囲に洪水対策としての護岸工を整備する。 

ウ 整備後の維持管理体制が確保される。 

 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側：無償資金協力 28.9 億円 

イ 「ニ」国側 

（ア）本無償資金協力案件の実施に係わる負担額： 0.06 億円 

（イ）本無償資金協力案件対象施設の改修後の維持管理経費 

：年平均 202 万円 

(5) 実施体制 

・主管官庁及び実施機関：運輸インフラ省（MTI） 

 

4．無償資金協力案件の内容 

 

(1) サイト 

「ニ」国東南部のコスタリカ国との国境地域近傍「サンタフェ地区」 

(2) 概要 

サンタフェ橋及びその取付道路（高架橋）の建設 

(3) 相手国負担事項 

① 用地取得 

② 土地借地 

(4) 概算事業費 

概算事業費 29.0 億円  

（日本側負担 28.9 億円、「ニ」国側負担 0.06 億円） 

 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 44 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

 

5．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

 

  「ニ」国内の政情・治安が悪化しない。 

  想定外の大洪水、大地震等の自然災害が発生しない。 
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7．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 現状の数値（2009 年） 計画値（2014 年） 

車両の通行 不可能 
40.8 トンまでの大型車の 

通行が可能となる。 

渡河時間 
ボートを利用して 

低でも 15 分程度 

乗り合いタクシーなどを利用

して 15 秒程度 

渡河可能時間 
約 10 時間/日 

（8：00～18：00） 
24 時間/日 

(2) その他の成果指標 

  特になし。 

(3) 評価のタイミング 

2014 年以降（協力対象施設竣工後）。 
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資料―6 収集資料リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	第３章 プロジェクトの内容
	3-3 相手国分担事業の概要
	3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画
	3-5 プロジェクトの概略事業費
	3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項

	第４章 プロジェクトの妥当性の検証
	4-1 プロジェクトの効果
	4-2 課題・提言
	4-3 プロジェクトの妥当性
	4-4 結論

	資料
	資料―1 調査団員氏名・所属
	資料―2 調査工程
	資料―3 関係者（面会者）リスト
	資料―4 討議議事録（Ｍ／Ｄ）
	資料―5 事業事前計画表（概略設計時）
	資料―6 収集資料リスト




